
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）44，199－200（1991）

リンゴ果実の加工適応性と品質

第1報リンゴ各品種の糖組成及びL－アスコルビン酸含量

近　藤　　　悟・鈴　木　栄　司
（秋田県果樹試験場）

Processing Suitability and Quality of Apple Fruit

l．Sugarcontentand L－aSCOrbicacidofvarious applecultivars

SatoruKoNDOand EijiSuzUKl

（Akita Fruit－Trec Expcriment Station）

1　は　じ　め　に

リンゴ果実の消費拡大のために．果汁を始めとした加二Ⅰ二

製品への期待が高まっている。果汁の品質を評価する上で

糖含量，リンゴ酸含量及びアスコルビン酸含壇（ビタミン

C）は，その品質を左右する大きな要因と考えられる。

本試験では，28品種について糖の分別定量を行い，また

17品種のアスコルビン酸含量等を定良し，更に果汁の試飲

結果などから加工に適した品種を選定し，生産力をはじめ

とした栽培特性の検討を行った。

2　試　験　方　法

果汁の搾汁は収穫後直ちにナショナルジューサー（MJ－

C80，すりおろし遠心分離方式）により行った。糖の分別

定勤ま，果汁を0．45〃mの炉紙で濾過した後，高速液体ク

ロマトグラフ（日立655型，カラム：GLC610）により測

定した。L一アスコルビン酸含量は果実を果皮と果肉に分

離した後メタリン酸で抽出し，同様に高速液体クロマトグ

ラフ（カラム：Lichrosorb Nl†2）によって分析した。

生産力をはじめとした栽培特性について，■千秋’，（11年

隼，マルバ台），lジョナゴールド（15年生，MM．106f汀

■ふじ－（18年生，マルパ台）を供試した。各晶掛こついて，

省力栽培区（摘果剤散布∴糞果比20前後，無摘英）の他，

対照として慣行栽培区（糞果比50～60），過着果区（無摘

果，葉栗比10以下∴無摘東）を設け，収星や古色など果実

∴占質及び翌年の開花率など樹体に及ぼす影響を検討した。

摘果剤としてはデナボン（散布濃度800倍）を使用し，‘丁・

秋－　は満開後6日．‘ジョナゴールド　は満開後14日，■ふ

じ　は満開後9日にそれぞれ散布した。

3　試験結果及び考察

表1は，各品種の搾汁率，リンゴ酸含邑及びシュークロー

ス，グルコース．フラクトース含蛍を示すものである。搾

汁率は60％以上のものがほとんどであったが．‘盛岡43弓ノ
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が55．8％，■いわかみ’が53．4％，‘ガデ　が57．6％とやや

低かった。搾汁率の高かった．■】．1秤としては，‘ジュライレッ

ド　が71％．1あかね’が72．6％，－ジョナゴールドー　が

75．7％，1ハックナイン’が77．4％であった。

衰2　リンゴ各晶梓の1．ノアスコルビン欣含旭

糖の分別定員を行った結果，シュークロース．グルコー

ス．フラクトースの比率については船種閲でかなり差があ

るものの．フラクトースの比率が最も高く．全栢含旭の47

～72％を■㌔め，次いでシュークロースが18～43％，グルコー

スが5～19％を占めた。Ilりt；品種では，令糖含量に対する

フラクトースの比率が．60％以卜となるものが比較的多かっ

た。晩／ト陣の黄色品種（■陸奥’，‘チャルダン’，‘グラニー

スミスつでは，シュークロースの含量が40％を越えた。

表2は各品秤の果実のL－アスコルビン駿含量を示す。

果皮が果肉に比べ，その合最がかなり多かった。‘スター

キング・デリシャス＼‘北斗’∵上林－　などでは他品種に

比較してその含ら壬が少ない傾向であった。調査年は巽なる

ものの，0±lOcの貯蔵によって，果皮中の7スコルビン

酸含員はやや減少した。ただし，アスコルビン酸含姐は日

照条件や君果星などによってかなり影響されるので■∴　更

に検討を重ねる必要がある。

‘あかね●，‘千秋’の果汁は搾汁後に褐変があまりみら

れず，特に　■丁一秋－　は味も山好であった。その他．味が良

好であったのは，▲ジョナゴールド，‘紅甘．‘陸奥’など

表3　栽培条件か各晶権の架美占ム質及び樹体に
及ぼす影轡
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リンゴ懐含出が比較的多い品稲であった。

以L果汁品質に加え本県での収穫時期，各品種の栽培

l桁積などを考慮した場合，加1二適作品秤として．■千秋’，

■ジョナゴールド’，‘紅甘，■ふじ　が適当であろうと考え

られる。ただし‘ふじ　に関しては，酸含量の多い他品種

とのブレンドも考える必要がある。

加工用の省力栽培体系としての．摘果剤散布（人手によ

る仕上げ摘果を省略）が果実品質や樹体に及ぼす影響をみ

たのがよ3である。‘千秋，に関して．省力栽培区では無

摘葉のためか着色の劣る果実が多かった。収虫は省力栽培

区．過着果医とも慣行栽培区を上回った。この傾向は‘ジョ

ナゴールド．‘ふじ　についても同様であった。過着果区

では，翌年の開花率が　て・秋’，－ふじ　について慣行栽培

区の30％柁度に減少したが，lジョナゴールド’では人き

な減少は観察されなかった。

習年の新fi7伸長は，‘千秋，について過着果区が慣行栽

培区．摘果剤散れ虜をHロ1った。隔年結果による着果量の

不足が，栄養生長を肝盛にしたためと考えられる。その他

の品種については一一定の傾向はなく，黄色については各品

秤とも差がなかった。摘果剤散舶こよる省力管理は，1年

Hでは翌年の開花率や樹勢への影響も少なく，加‾「用の省

力栽培体系として有効な手段と考えられる。更に摘花剤の

散布も加え．継続検討中である。
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